
ＭＹ通信 
Minoru     Yoshida    

発行 

吉田みのる後援会 

春日部市⻄宝珠花 52 

048-748-1060 

2018 年 8 月発行 

第 1 号 

若い力で市政にチャレンジ！                                   ［討議資料］ 

春日部市議会議員                                    

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

大凧公園について（主な質問を掲載） 

 

 

 

 

 

「砂利まじりで当初の予定より大きくなった築山について」 

→多⽬的広場を掘削した発生土を利⽤して築山を整備しました。今後の安全対策として良質土を覆土するこ 

とで築山と遊具の安全性の確保を図っていきたいと考えています。また、芝張りについては第 4 回懇談会で将 

来的に芝などで整備するイメージも含めて図面に示しました。今年度の 11 月までに北側の斜面に芝張りを実施 

する予定です。 

「多目的広場（貯留施設）について」 

→普段は多⽬的広場として、大雨の際は雨⽔の貯留施設として考えています。大凧公園は県条例に基づいて 

約 1300 ㎥貯留することができます。計画当初は公園の園路の内側を貯留範囲として考えていたことから、 

３０㎝程度の深さを想定していました。しかし、築山を含む遊具エリア・藤棚周辺の貯留は好ましくないと判 

断し貯留範囲を多⽬的広場に限定したことから、７０㎝〜１ｍ程度の掘り下げが必要となりました。 

 「大雨が降った後でもグラウンドを使用できるようにしてほしい」 

→多⽬的広場に当初想定したほどの浸透性がなかったため、公園整備後に多⽬的広場の北側と⻄側に配⽔⽤ 

として側溝を整備しました。今後については、⽔たまりが発生した場合には真砂土などで補充し、⽔たまりの 

解消を図っていきたいと考えています。 

 
「大凧公園を今後どのような公園にしたいと考えているのか」 

→庄和北部地域においての地域コミュニティの核となるように整備を行いました。子どもから高齢者までが集 

い、交流できる場となるよう必要な改善を実施するとともに、適正な維持管理に努めてまいりたいと考えており 

ます。 

 
まとめ 

→地域コミュニティの核として、また新明貝塚 

や宝珠花小学校の跡地利⽤も含めて北部地域の総 

合的な観光拠点・活動拠点となるように、改めて 

大凧公園に対しての然るべき整備を実施してもら 

うように、強く要望しました。 

◇教育環境委員会 副委員⻑ 

◇広報広聴委員会 委員 

◇図書室運営委員会 委員 

◇江⼾川⽔防事務組合議会 議員 

◇春日部市「庄和大凧文化保存会」 顧問 

6 月議会を経て、少しずつですが春日部市全体を勉強しなが

ら、今の春日部に何が必要なのか、今の庄和地域に何が必要な

のかを学んでいます。 

今回は、6 月議会の一般質問をわかりやすく説明します！ 

「今よりも、もっと良い春日部に」するために、「子どもたちが

誇れる春日部に」するために、全力で挑戦していきます！！ 

吉田 

みのるの 



庄和総合支所について （主な質問を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さんからのご要望                        現在対応中のご意見・ご要望 

 「江⼾川中学校 神間区通学路の雑草の処理・雑木の伐採について」  「宝小裏の野球グラウンドについて」 

→雑草は処理済み・雑木については所有者と相談。        「東排水路（雨水対策）について」 

 「宝珠花区 排水溝のつまりについて」               「塚崎区の私道について」 

   →清掃済み                          「北部地域の農道舗装について」 

 「新宿新田区 街路灯の設置について」               「田畑の後継者・用水問題について」 

   →お盆明け工事着工。8 月下旬から 9 月上旬に点灯予定      「南桜井駅ロータリーについて」 その他 

「 総合支所の一般的な定義と、 

市としての総合支所の考え方について 」 

→総合支所という名称は、地方自治法上も明確な定義について示され

ていません。各自治体での判断により総合支所を設置しています。市と

しては、庄和地域の重要な複合拠点施設として地域の皆さんの利便性に

十分配慮して本庁との適切な役割分担のもと、⾝近な住⺠サービスを総

合的に提供する施設として設置しました。 

 
「 部相当より課相当とし、市⺠⽣活部内に位置づけした理由について 」 

→庄和総合支所は多種多様な業務を取り扱っていることから、業務遂行する中で本庁の様々な部署との連携、調 

整が必要となる場合があります。これまでの運営に特別の支障はなく、適切に連携を図ってきましたが、より一層 

の効率性と機動性を図るという点から組織の見直しを行いました。総合支所内においても１つの課になることで内 

部の連携が強化され、横の繋がりを⽣かすことで市⺠に対しての適切な⼿続きやサービスをより円滑にできるよう 

になり、支所内での協力体制についてもこれまで以上に柔軟な対応が可能となる大きな利点があると考えます。 

「 配置転換したことで業務内容や職員体制に変更はあったのか 」 

→庄和総合支所で取り扱う業務に、なんら変更はありません。4 月以降も従来通りのサービスを行っています。 

職員体制についても、人数的なことを含めてこれまでと同様の体制で業務にあたっています。 

まとめ 

一般的には部から課という配置転換は降格というイメージを持たれる方もおり、庄和地域が置いていかれる 

のではないかと感じている方もいますが、今回の配置転換は何ら今までと変更なく同様の体制で運営している 

ということがわかり、一安心しました。更に、横の連携強化を図ったからこそのスムーズな住⺠サービスの充 

実を強く要望しました。 

「前進かすかべ。未来の会」全 8 名の議員紹介 

（左より） 

山口剛一議員・永田飛鳳議員・栄寛美議員・岩谷一弘議員 

小久保博史議員・海老原光男議員・古沢耕作議員・吉田稔 

春日部市 HP より転用 


